
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題場面について，数の関係を図や言葉で表す授業場面を設定する。 

〇図や言葉で表すことができるようにするためには，日ごろからの豊富な算数的活動に

取り組む経験をたくさんさせておくことが大切です。 

○具体物，半具体物，数直線，図表，そして言葉での説明など，たくさんの表現方法の

引き出しを持っている子どもに育てましょう。 

〈問題作成の意図〉 

計算領域において小数や分数の四則演算が登場す

るのが第４学年です。そこで，授業を行う際に気を付

けなくてはならないことは，その計算方法だけを覚え

させてしまうという点です。数の意味や問題場面を正

しくとらえ，図に表したり言葉の式で整理したりする

算数的な活動を取り入れながら学習を進めていくこ

とが大切です。 

問題場面をとらえ，帯分数の加減を図や言葉で表現

し，それらを基に正しく解くことができるかを見るた

めにこの問題を作成しました。 
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授業改善の 

ポイント   

「分数のたし算ひき算」 

第 4 学年 

算 数 

5

1
1

5

3
2  は，なぜ      という図を使って表しているのでしょう。 

それは，分数の分母が５だからです。１を５つに分けた３つ分や１つ

分だから，その部分をぬるとよいのだと思います。 

なるほど。だから，たとえば分母が７なら，右のような 

図になるのですね。分数の意味が分かるように図に目盛 

りを入れるとよいことが分りました。 



計算できる力だけでなく，論理的に説明できる力がつくような授業展開を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率よく計算するためには…という視点で、計算方法の利便性について追究する。 

○帯分数の減法では，全てを仮分数にするか，一部を仮分数にするかによって答えを

出すまでの過程がかわってきます。 

○その違いを知った上で，どう解くかを選択できるようにしましょう。 

○数と計算の学習では，ドリル学習によって技能のみの定着で終わっていませんか。

意味理解が図られているか，定着したことがその後の学習において活用できるか，

などの点に気をつけましょう。算数用語を用いたり話型を示したりし，子どもたち

の言語活動をサポートしましょう。 
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1
5  は，どのように計算するとよいでしょうか。 

5

19

5

26
 というふうに仮分数にすれば，２つの帯分数の分子の大きさに

かかわらず，いつでも計算できるからいいと思います。 

 

そうですね。整数から１を分数部分に移動させて考えると，数が大きくなら

ず正確にできるような気がします。
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どちらのやり方も理解した上で，自分で確実に解く

ことができる方法を選ぶとよいと思います。 

でも分母の数が大きいと計算が大変になるよ。間違いやすくなってしまうの

ではないかなあ。たとえば… 
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こんなに大きな数になるよ。計算間違いをしてしまいそうだよ。 

今回の問題は，面積ですから

この図が分かりやすそうで

す。しかし，他にも図や表で

表すとしたらどんな表し方が

あるでしょう。 

この問題の解き方についてノー

トに説明を書きましょう。キー

ワード○○○を使いましょう。 

数直線だと… 

 

 

 

 分母の 5が分かるようにしました。 

 

式だけでは伝わりにくいのです

ね。なるほど、キーワードを使っ

て説明したら、自分で立てた式の

意味を再確認できました。 

０      １      ２   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ まず，それぞれの正方形の面積を求めて合計する求め方を確認しましょう。手順を明らかに

することで，筋道を立てて考えやすくします。 

○ 正方形の面積を求めるためには，何を求めたらよいのかを考えさせましょう。そのためには，

正方形は四つの辺が等しいという性質を使う必要があることに気付かせましょう。「正方形

のきまり」などと板書して，子どもたちに意識させることがポイントです。 

 

 

校内研究の手引き 

 

授業改善の 

 ポイント 

 

＜問題作成の意図＞ 

複合図形の面積を求める問題では，既習

の図形の性質を手がかりにして簡単に面積

を求められることを実感したり，筋道を立

てて考えたりすることをねらっています。

今回は，図形の性質を使って，筋道を立て

て考えながら，面積を求めることができる

か見る問題を作成しました。 

 

第４学年 

算  数 

面積を求めるためには、何が分かればよいのかを明確にさせる 

 

ア，イと順番に面積を求めます。アの正方形の面積を求めて

みましょう。 

イの正方形はどこが分かると面積が求められますか？ 

□の長さが分かると，イの一辺の長さが分かります。イの一辺の 

長さは，アの正方形のきまりを使って９cm だと分かります。 

「面 積」 



 

 

 

○ 正方形の四つの辺が等しいという性質を使うことができることに気付くと、知りたい一辺の

長さが分かり，面積を求めることができます。面積を求めるために何が必要で，どんな性質

を使って求めたのかを表現させましょう。 

○ 筋道を立てて求めたことが伝わるように考えた順番や式を意識させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １問目に使ったアイディアを活用できる問題場面を提示します。そして，面積を求めるため

には何が分かればよいのかを意識させましょう。 

○ ２通りの解き方があります。答えが分かることではなく，異なる解き方のよさにも気付くよ

うにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのように面積を求めたかを表現させる 

獲得したアイディアを他の問題場面に適用させる 

自分が求めた方法を学級のみんなに説明しましょう。順番が分かるよ

うに番号を付けたり，順番が分かる言葉を使いましょう。 

僕は，まず，アの正方形の面

積を求めました。一辺が５cm

ですから，５×５で２５㎠で

す。次にイの正方形の面積を求

めようとしましたが，一辺の長

さが分からず，計算できません

でした。 

私が続きを説明します。□の長さ

が分かるとイの正方形の一辺の長

さが分かります。□ｃmの長さは、

アの正方形の一辺でもあります。だ

から□の長さは５cm ということが

分かります。イの正方形の一辺の長

さは９ｃmです。 

 この問題でも，ウから順番に１つずつ面積を求めて

みましょう。全て正方形ですから、それぞれの一辺の

長さを考えてみましょう。 

オの正方形の一辺の長さが分

かりません。 

１問目のときのように，全て正方形

ですから，正方形の辺のきまりを使

ってみましょう。 

エの正方形の一辺の長さ

を使うと，５cm＋６cm をし

て，オの一辺の長さが１１

cm だと分かります。 

ウの正方形を使う方法を見付け

ました。ウの正方形の一辺の長さは

１９cm なので，１９cm－８cm をし

て，オの正方形の一辺の長さを求め

ることができます。 


